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 ５４プロ

「小谷トレーラーハウス」完成 !!

 ５４プロ

「小谷トレーラーハウス」完成 !!
  別冊の５４プロ広報誌もご覧ください。

（地域発元気づくり支援金を活用しました。）

  別冊の５４プロ広報誌もご覧ください。

（地域発元気づくり支援金を活用しました。）



         

 
 

 

  

 

 

 

 

 

　
平
成

歳
入
歳
入 28

年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
で
は
皆
様
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
、
国
や
県
の
補
助
金
等
を
有
効
に
活

用
し
な
が
ら
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
ど
の
よ
う
な
財
源
を
も
と

に
、
ど
の
よ
う
な
お
金
の
使
い
方
を
し
た
の
か
、
決
算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
村
税
の
徴
収
率
は
国
民
健
康
保
険
税
を
除
き
前
年
比
４
・
７
％
改

善
し
、
75
・
０
％
と
な
る
ほ
か
、
特
別
交
付
税
が
震
災
に
よ
る
災
害

関
係
経
費
の
減
少
に
よ
り
前
年
比
１
億
５
，
０
７
６
万
円
（
△

・
29

７
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
村
道
・
橋
り
ょ
う
等
の

自主財源依存財源

村税 ５億６，６５６万円

繰入金１億1,985万円

分担金・負担金

　　 1,995万円

諸収入
1億０，２６９万円

繰越金

1億５，６５９万円

その他（使用料、財産収入）

 　　　　　９，７３０万円

地方交付税

２１億４，１０７万円

地方譲与税

１億１，７８８万円

国庫支出金

５億６，２９７万円

県支出金

４億２，８８５万円

村債

６億１，２５２万円

寄付金

２７億６，２２１万円

改
良
事
業
の
実
施
、
災
害
復
旧
関
連
事
業
が
減
少
し
通
常
の
施
設
維
持
管
理
に
近
づ

く
こ
と
で
１
億
１
，
１
６
８
万
円
（
△
16
・
６
％
）
の
減
少
、
地
方
債
に
つ
い
て
は

１
，
５
６
５
万
円
（
２
・
６
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

村
　
　
　
税
…
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
入
湯
税
な
ど

繰
　
入
　
金
…
基
金
を
取
り
崩
し
充
当
さ
せ
た
も
の
・
特
別
会
計
か

ら
の
繰
入

分
担
金
及
び
負
担
金
…
事
業
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
利
益
を
受
け
る

人
が
負
担
す
る
お
金
（
保
育
料
な
ど
）

諸
　
収
　
入
…
他
の
項
目
に
含
ま
れ
な
い
収
入
（
貸
付
金
償
還
金
な
ど
）

寄
　
付
　
金
…
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
な
ど

地
方
交
付
税
…
地
方
公
共
団
体
が
等
し
く
事
務
を
行
え
る
よ
う
一
定

の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

地
方
譲
与
税
…
国
税
と
し
て
徴
収
し
、
そ
の
ま
ま
地
方
公
共
団
体
に

譲
与
す
る
税

国
庫
支
出
金
…
特
定
の
事
業
に
対
し
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

県

支

出

金
…
特
定
の
事
業
に
対
し
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

村
　
　
　
債
…
資
金
調
達
の
た
め
の
借
金

村民１人あたりに換算した村税負担額

( 　　　 )H29.3.31現在人口
（2,979人)で算出

≒１９.０万円

小
谷
村
の
財
政
健
全
化

小
谷
村
の
財
政
健
全
化

判
断
比
率
等
の
状
況

判
断
比
率
等
の
状
況

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
お
い
て

は
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況

を
客
観
的
に
表
し
、
財
政
の
早
期

健
全
化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断

す
る
も
の
と
し
て
、
①
実
質
赤
字

比
率
、
②
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
③

実
質
公
債
費
比
率
、
④
将
来
負
担

比
率
の
四
つ
の
財
政
指
標
が
健
全

化
判
断
比
率
と
し
て
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
方
公
共
団
体
は
、
毎
年

度
、
前
年
度
の
決
算
に
基
づ
く
健

全
化
判
断
比
率
を
そ
の
算
定
資
料

と
と
も
に
監
査
委
員
の
審
査
に
付

し
た
上
で
議
会
に
報
告
し
、
公
表

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
小
谷
村
の
平
成

基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
公

営
企
業
会
計
に
か
か
る
資
金
不
足

比
率
の
算
定
結
果
（
暫
定
値
）
は
次

の
と
お
り
で
す
。

広報おたり　平成29年10月号 (2)

28
年
度
決
算
に



         

  

 

 村民１人あたりの借入金 ≒１８８万円

村債の残高　５６億０,２１０万円

( 　　　 )H29.3.31現在人口
（2,979人)で算出

＊村債は単なる借金ではなく、毎年の負担を平均にするなど財政運用上重要な役割を果たしています。

総務費

３５億８，９７４万円商工費

３億９，８２８万円

農林水産業費

３億９，８５１万円

衛生費 ２億３，４６２万円 民生費 ４億４，２４８万円

土木費

７億４，２０８万円

教育費

３億２，９４８万円

議会費 ４，４６０万円

公債費 ７億３，８７３万円
歳
出

災害復旧費

４億４，２６７万円

消防費

２億０，３９６万円

28

76

44
27

75

27 46

　
平
成

年
度
小
谷
村
一
般
会
計
は
、
平
成

年
度
か
ら
の
明
許
繰
越
額
９
，
７
０
５
万
円
を

含
む
歳
入
総
額

億
８
，
８
４
４
万
円
、
歳
出
総
額

億
６
，
５
１
５
万
円
と
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
前
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、
歳
入
で
は

・
８
％
、
歳
出
で
は

・
８
％
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。
増
額
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、
震
災
復
興
住
宅
の
引
き
取
り
、
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

事
業
を
実
施
し
た
こ
と
や
、
梨
平
地
区
防
火
水
槽
設
置
・
栂
池
消
防
小
屋
の
新
築
事
業
、
栂
池

自
然
園
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
等
の
新
規
事
業
を
実
施
し
、
加
え
て
、
小
谷
村
を
応
援

す
る
多
く
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
額
が

億
６
，
１
３
０
万
円
と
な

り
、
そ
の
返
礼
品
の
購
入
や
基
金
へ
の
積
立
事
業
を
実
施
し
た
た
め
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
に
対
す
る
返
礼
品
購
入
や
事
業
委
託

費
の
増
加
に
よ
り
物
件
費
が
前
年
度
よ
り

万
円
増
の
20
億
７
，
６
６
３
万
円
、
村
道

11
億
４
，
４
３
７

・
林
道
改
良
事
業
や

栂
池
自
然
園
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
、栂
池
消
防
小
屋

新
築
事
業
等
を
実
施
し
、普
通
建
設
事
業
費
が
前
年
度
よ
り
１

億
４
，
７
０
９
万
円
減
の
６
億
８
，
１
３
０
万
円
、
災
害
復
旧

事
業
費
は
神
城
断
層
地
震
の
災
害
復
旧
事
業
等
を
実
施
し
、２

億
８
，
７
９
４
万
円
減
の
４
億
４
，
８
７
６
万
円
、
積
立
金
に

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
が
主
な
も
の
で
、

つ
い
て
は
、

よ
り
15
億
５
，
８
２
２
万
円
増
の
17

前
年
度

億
４
３
１
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
公
債
費
（
起
債
元
利
償
還
金
）
は
７
億
３
，
８
７
３
万
円
で

あ
り
、
村
債
の
年
度
末
現
在
高
は
、
過
疎
対
策
事
業
債
や
臨
時

財
政
対
策
債
な
ど
交
付
税
措
置
の
あ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

す
が
56
億
円
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　
除
雪
等
の
維
持
補
修
費
は
、
ま
と
ま
っ
た
降
雪
・
低
温
等
の

気
象
状
況
か
ら
前
年
比
24
・
３
％
増
の
２
億
９
，
７
８
２
万

健
全
化
判
断
比
率

　
　
　（
　
）
は
早
期
健
全
化
基
準

①
実
質
赤
字
比
率

　
該
当
な
し
（

　
＊
一
般
会
計
等
の
実
質
赤
字
額

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
該
当
な
し
（

＊
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
含
め

た
赤
字
額

③
実
質
公
債
費
比
率

　
12
・
２
％
（

＊
一
般
会
計
と
特
別
会
計
に
、
一

部
事
務
組
合
や
広
域
連
合
へ
の

負
担
金
等
を
含
め
た
起
債
償
還

等
債
務
負
担
の
比
率

④
将
来
負
担
比
率

　
該
当
な
し
（
３
５
０
・
０
％
）

＊
①
～
③
に
加
え
て
、
地
方
債
の

残
高
に
今
後
見
込
ま
れ
る
特
別

会
計
へ
の
支
出
、
組
合
や
退
職

手
当
等
の
負
担
を
含
め
た
割
合

公
営
企
業
に
係
る

　
　
資
金
不
足
比
率

　
簡
易
水
道
事
業
・
公
共
下
水
道

事
業
・
農
業
集
落
排
水
事
業
の
三

つ
の
特
別
会
計
が
対
象
と
な
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
も
資
金
不
足
に
は

該
当
し
ま
せ
ん
。

円
、
人
件
費
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
事
業
の
事
務
対
応
に
伴

う
職
員
人
件
費
増
等
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
２
・

億
２
，
７
２
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

８
％
増
の
６

【
目
的
別
歳
出
の
主
な
内
容
】

総
　
務
　
費
…
村
の
全
般
的
な
管
理
、
企
画
や
選
挙
、
戸
籍
、
住

民
窓
口
事
務
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
等
の
経
費

民
　
生
　
費
…
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
児
童
の
福
祉
な
ど
の
経
費

衛
　
生
　
費
…
ゴ
ミ
処
理
や
環
境
保
全
、
検
診
・
健
康
づ
く
り
な

ど
の
経
費

農
林
水
産
業
費
…
農
林
業
の
振
興
や
土
地
改
良
費

観
光
商
工
費
…
観
光
振
興
な
ど
の
経
費

土
　
木
　
費
…
道
路
建
設
・
維
持
な
ど
の
経
費

教
　
育
　
費
…
学
校
管
理
運
営
・
公
民
館
活
動
な
ど
の
経
費

公
　
債
　
費
…
借
り
入
れ
た
村
債
の
元
利
償
還
金
な
ど
の
経
費

災
害
復
旧
費
…
豪
雨
災
害
・
神
城
断
層
地
震
の
復
旧
事
業
な
ど

の
経
費

152025
・・
0000
％
）

％
）

・
０
％
）
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平成28年度ふるさと応援寄附金の受け入れ状況

受け入れ状況及び充当事業のご紹介

43,479件／27億6,130万2,314円
使　　途　　別 件　　数 金　　額

豊かな村づくりに関する事業 2 5 , 1 1 0 1 5億 7 , 2 4 4万 2 , 9 6 6円

豊かな暮らしづくりに関する事業 9 , 2 5 2 5億 6 , 1 3 0万 2 , 4 6 0円

その他村長が推進する事業 7 , 5 3 2 5億 1 , 9 9 7万 6 , 6 1 4円

未選択  1 , 5 8 5 1億  7 5 8万  2 7 4円

　多くの寄附をいただきありがとうございました。寄附金は、小谷村をよりよくする事業に大切に使わせて

いただきます。

注）当村では、いただいた寄附金は一旦基金に積み立て、翌年度以降の事業に充当させていただきます。

平成28年度充当事業

事　　業　　名 主　　な　　内　　容 充当額（千円）

庁内情報化推進事業 公式ホームページのスマートフォン対応改良 1 , 1 0 0

高 齢 者 等 支 援 事 業 デイサービス、配食サービスの運営 2 3 , 8 0 0

教育・子育て支援事業 保育園運営、地域高校支援 1 4 , 9 0 0

生 活 基 盤 整 備 事 業 防火水槽の新設、ごみ処理等の生活基盤整備 1 7 , 2 0 0

畜 産 振 興 事 業 放牧豚の移動畜舎整備 1 , 6 0 0

災 害 対 策 等 事 業 住宅等の耐震改修 4 , 2 0 0

観 光 振 興 事 業 ホタルの里水路整備、現地ツアー運営 2 3 , 2 0 0

ス ポ ー ツ 振 興 事 業 スポーツ大会の運営、選手育成 1 2 , 5 0 0

そ の 他  1 0 , 0 0 0

平成28年度充当事業の詳細（抜粋）は次頁でご紹介させていただきます。

平成29年度充当予定事業（抜粋）

事　　業　　名 主　　な　　内　　容 充当額（千円）

観 光 振 興 事 業 栂池自然園木道整備・ビジターセンター改装 1 1 2 , 7 0 0

産 業 振 興 事 業 自然エネルギー活用事業運営 2 2 , 1 0 0

生 活 基 盤 整 備 事 業 避難所非常食等の整備、庁舎談話室改装 1 0 , 0 0 0

高 齢 者 等 支 援 事 業 ケアハウス修繕 4 , 8 0 0

教育・子育て支援事業 保育園運営、地域高校支援、教育用パソコン整備 8 0 , 7 0 0

広報おたり　平成29年10月号 (4)



   

　小谷村は平成7年に豪雨災害、平成26年に地震災害を体験し、また地形的に土砂災害の恐れがあり

ます。過去の災害を教訓に、万一の災害に備え、防火水槽新設事業に充当させていただきました。

「信州小谷村」ふるさと応援寄附金

防火水槽新設事業（充当額：8,200千円）

　急峻な地形に集落が点在し、冬は2ｍを越す積雪がある小谷村では、高齢化率が37％を越え、「最後

まで安心してくらせる村づくり」が急務となっています。高齢者の皆さんが健康で元気に暮らせるよ

う、社会福祉協議会を始め、村内事業者による高齢者等支援事業費に充当させていただきました。

高齢者等支援事業（充当額：23,800千円）

見守りを兼ねた配食サービスデイサービスの様子

　四季折々の自然体験ができる小谷村。現地ツアー、観光施設整備、小谷村の魅力発信などの観光振

興事業に充当させていただきました。

観光振興事業（充当額：23,200千円）

土木アート砂防ダム巡りツアー 紅葉の塩の道ガイドツアー

平成28年度充当事業紹介（抜粋）

施工前 施工後
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　村では、地域で進める６次産業化の取組みの1つとして山うどの栽培を振興しています。

　村の特産品の代表に「山うど木の葉漬」があります。この製品の主原料である山うどは年間約 

20t使用されています。しかしながら、地域産山うどの使用割合は少なく、原材料の多くは県外か

ら買っているのが現状です。

　村では原材料の確保と地域内での経済循環を促す観点から、大北農業協同組合・長野県ととも

に昨年度より山うどの栽培振興に改めて取り組んでおり、昨年11月には「JA大北山うど生産者連

絡協議会」が設立され、大北管内での新たな栽培が進んでいます。新たに生産された山うどは、

「山うど木の葉漬」の原材料としてJA大北山菜加工場へ出荷される予定となっています。

　新たな特産品開発を進めることと並行し、既存の特産品を守り、更に活かすことにより、地域

６次産業化の推進を図ります。

新規栽培者数／作付面積 

H28 H29 延

大 北 管 内 18生産者/103a 10生産者/40a 28生産者/143a

内　 　村 内 6生産者/57a ４生産者/17a 10生産者/74a

栽培地写真　山ウド作付圃場
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特
産
推
進
室
・
地
域
づ
く
り
応
援
団
が
、自
分
達
の
配
属
先
、ま
た
は
普
段
か

ら
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
地
域
の
人
に
、
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
聞
い
て
み

た
い
こ
と
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
公
営
お
た
り
塾
・
英
語

担
当
の
岸
田
が「
ワ
イ
ン
の
あ
る
食
卓
」店
主
の
花
岡
甲
子
夫
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　
花
岡
さ
ん
に
は
仕
事
の
合
間
を
み
て
英
語
家
庭
教
師
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
講
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
化
が
進
む
中
、小
谷
村
に
お
い
て
も
子
ど

も
た
ち
の
将
来
の
た
め
、
ま
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
た
め
に
英
語
学
習
の
場

が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
色
々
な
形
で
英
語
学
習
環
境
を
提
供
し
て
い

く
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、
今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
花
岡
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

い
ま
し
た
が
近
年
は
お
客
さ
ん
も

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
昔
は
ス
キ
ー

ル
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

観
光
で
多
く
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

　
東
京
に
あ
る
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

い
ま
し
た
が
、
最
近
の
若
い
人
の

で
働
い
た
後
、
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ン
ヌ

「
遊
び
方
」
も
時
代
の
流
れ
と
共
に

に
渡
り
本
場
の
フ
レ
ン
チ
を
学
び

変
わ
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
し
た
。
帰
国
後
は
白
馬
ア
ル
プ
ス

ホ
テ
ル
で
料
理
長
、
そ
の
後
現
在

「

を
宮
本
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
高
ま
り
を

ワ
イ
ン
の
あ
る
食
卓
」

に

見
せ
る
中
で
小
谷
村
に
も
外
国
人

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

観
光
客
が
増
え
て
い
ま
す
。
村
と
し

て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
べ

小
谷
村
が
昔
と
比
べ
て
ど
う
変
化

き
と
お
考
え
で
す
か
？

し
た
と
お
感
じ
で
す
か
？

　
小
谷
村
に
活
気
が
で
て
く
る
こ

　
時
代
の
流
れ
が
と
て
も
早
く
感

と
は
良
い
こ
と
で
は
あ
る
と
思
い

じ
ま
す
。
ア
ル
プ
ス
ホ
テ
ル
で
料
理

ま
す
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
続

長
を
し
て
い
た
頃
は
１
０
０
０
人

い
て
い
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
外
国

単
位
で
お
客
さ
ん
の
相
手
を
し
て

人
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
も
大
事
で
は

あ
り
ま
す
が
一
過
性
の
も
の
に
な
ら

な
い
よ
う
に
小
谷
村
が
も
つ
良
さ
に

き
を
か
け
る
こ
と
も
大
事
だ
と
思

い磨
ま
す
。

「
ワ
イ
ン
の
あ
る
食
卓
」で
も
外
国
人

の
お
客
様
対
応
が
必
要
な
時
が
あ
り

ま
す
か
？
ま
た
家
庭
教
師
レ
ッ
ス
ン

を
受
講
し
た
こ
と
に
よ
り
影
響
は
あ

り
ま
し
た
か
？

　
小
谷
、
白
馬
に
住
ん
で
い
る
方
や
、

そ
の
方
か
ら
の
紹
介
な
ど
で
外
国
人

の
お
客
様
に
も
ご
来
店
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
電
話
で
の
応
対
な
ど
が
英

語
で
大
変
な
時
も
あ
り
ま
す
が
、
仕

の
合
間
に
英
語
レ
ッ
ス
ン
を
受

け事
る
こ
と
で
外
国
人
と
の
対
応
が

少
し
ラ
ク
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
と
昔
の
小
谷
村
の
教
育
環
境
の
変

化
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
開
放
的
な

小
谷
村
の
環
境
は
子
ど
も
た
ち
の

成
長
に
と
て
も
良
い
環
境
で
は
あ

る
と
思
い
ま
す
。
昔
は
塾
に
行
く
よ

う
な
こ
と
も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
は
進
学
や
就
職
の
こ

と
を
昔
以
上
に
考
え
な
い
と
い
け

な
い
の
で
大
変
で
す
ね
。
白
馬
、
大

町
の
塾
に
通
う
と
し
て
も
学
費
だ

け
で
な
く
送
迎
の
費
用
と

時
間
が
か
か
る
の
で
特
に

仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
は

大
変
だ
と
思
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
化
が
進

む
中
で
英
語
学
習
需
要
が

高
ま
り
、
独
学
で
の
理
解
が

困
難
な
英
語
に
つ
い
て
小

谷
村
で
は
学
校
以
外
に
学

習
す
る
場
が
な
く
、
他
の
市

町
村
に
行
く
と
な
る
と
か

な
り
の
時
間
と
費
用
が
か

か
り
ま
す
。
小
学
校
で
の
英

語
学
習
場
所
の
設
置
や
、
英

語
家
庭
教
師
は
そ
う
い
っ

た
問
題
を
解
決
す
べ
く
、
小

谷
村
内
で
移
動
を
せ
ず
に

都
市
部
と
同
様
の
英
語
指

 
：

導
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
実
際
に
体
験
さ
れ
て
み
て

ど
う
お
感
じ
で
す
か
？

じ
小
谷
村
内
で
も
ど
こ
で
、
ど

間

の
時

　
同

に
、
ど
の
よ
う
に
学
習
し
た

い
か
と
い
う
の
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
場

合
が
多
い
の
で
、
個
々
の
希
望
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
多
く
の
選
択
肢
が

出
来
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
移
動

に
は
時
間
と
お
金
が
か
か
っ
て
し
ま

う
の
で
、
地
元
で
移
動
時
間

受
講
で
き
る
家
庭
教
師

な
し
で

は
そ
の
選
択

の
１
つ
と
し
て
活
用
で
き
る
と
思

い肢
ま
す
。

小
谷
村
の
皆
様
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
仕
事
や
環
境
で
立
場
は
そ
れ
ぞ
れ

で
す
が
小
谷
村
民
と
し
て
み
ん
な
が

が
っ
て
い
ま
す
。
何
か
新
し
い
こ

と繋
が
起
こ
れ
ば
そ
の
繋
が
り
を
通
し

て
個
々
の
能
力
と
絡
み
合
い
な
が
ら

大
き
い
も
の
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
小

谷
村
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

　
今
後
も
皆
様
の
ご
意
見
を
お
伺
い

し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。「
こ
ん
な
学
習
を
し
た
い
」

と
い
う
希
望
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
岸
田

ま
で
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

（
取
材
日

２
０
１
７
年
９
月
１
日
）
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19
29

　
９
月

日
に
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
白
馬

で
、
平
成

年
度
小
谷
村
敬
老
会
が
行
わ
れ
、

歳
以
上
の
方
、
１
９
０
名
余
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
長
寿
の
お
祝
い
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
保
育
園
児
の
ダ
ン
ス
、
芸
能
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

せ
せ
ら
ぎ
会
に
よ
る
舞
踊
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
行
わ

れ
ま
し
た
。

75

　
ま
た
、
今
年
度
２
人
の
方
が

１
０
０
歳
を
お
迎
え
に
な
り
、

村
長
が
訪
問
し
、
内
閣
総
理
大

臣
・
長
野
県
知
事
・
小
谷
村
か
ら

の
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気

で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

や
ま

た

よ
り

と

山
田
　
頼
登
さ
ん
（
池
原
）

　
大
正
６
年
８
月

日
生
【
写
真
左
側
】

ほ
そ

の

よ
し

み

細
野
　
良
巳
さ
ん
（
池
原
）

　
大
正
６
年
４
月

日
生

28 31

■
発
売
期
間

　
10
月
11
日
（
水
）
か
ら

　
10
月
31
日
（
火
）
ま
で

　
こ
の
宝
く
じ
は
、
通
信
販
売

で
も
買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
申
し
込
み
締
め
切
り
10
月
23

日
（
月
）
必
着
）

■
抽
せ
ん
日
　
11
月
９
日
（
木
）

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市

町
村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や

環
境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど

地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め

に
使
わ
れ
ま
す
。

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
と

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」
が

発
売
さ
れ
ま
す

『
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
か
ら
衣
替
え
！

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
は
、

　
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
５
億
円
！
』

◎
１
　
　
等
　
　
３
億
円
×

本

◎
前
後
賞
各
　
　
１
億
円
×

本

◎
２
　
　
等
　
　
１
，
０
０
０
万
円
×

本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
３
０
０
億
円
・

ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
。

『
た
く
さ
ん
当
た
る
！

　
　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
が
新
登
場
！

　
　
　
　
今
回
の
ミ
ニ
は
１
等
の
前
後
賞
つ
き
！
』

◎
１
　
　
等
　
　
３
，
０
０
０
万
円
×

本

◎
前
後
賞
各
　
　
１
，
０
０
０
万
円
×

本

◎
２
　
　
等
　
　

万
円
×
４
０
０
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
１
２
０
億
円
・
４
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
。

50

20 10

80 40 20

10
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１
．
体
は
ど
の
よ
う
に
血
圧
を

調
節
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か

　
健
診
や
医
療
機
関
で
血
圧
が
高

か
っ
た
の
で
、
家
で
血
圧
を
測
っ

て
み
る
と
値
が
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
る

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

血
圧
は
変
動
す
る
こ
と
で
体
を

守
っ
て
い
ま
す
。

　
血
圧
に
は
、
①
短
期
の
調
節
系

（
秒
）
②
中
期
の
調
節
系
（
分
～
時

間
）
③
長
期
の
調
節
系
（
数
時
間

～
）
の
調
節
因
子
が
あ
り
ま
す
。

　
①
短
期
の
調
節
系
で
は
、
血
管

が
血
圧
の
上
昇
や
血
液
の
化
学
物

質
を
感
知
し
血
圧
を
調
節
し
ま

す
。

　
②
中
期
の
調
節
系
で
は
動
脈
壁

の
緊
張
・
弛
緩
に
よ
っ
て
血
圧
を

調
節
し
、
ま
た
、
ホ
ル
モ
ン
の
作
用

で
血
管
を
収
縮
し
血
圧
を
上
げ
ま

す
。

　
③
長
期
の
調
節
系
で
は
腎
臓
が

穿通枝
（終末動脈）

尿
量
を
増
減
さ
せ
て
血
圧
を
調
節

し
て
い
ま
す
。

　
短
期
・
中
期
の
調
節
系
に
よ
っ

て
変
動
が
あ
り
ま
す
が
長
期
の
調

節
機
能
が
働
い
て
い
る
か
、
悪
く

な
っ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
た
め

に
継
続
し
て
測
定
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

今
年
の
健
診
や
ド
ッ
ク
の
結
果
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

今
月
の
ま
め
ま
め
知
識
は
血
圧
に
つ
い
て
の
話
題
で
す
。

　
健
診
で
血
圧
が
高
か
っ

た
方
は
、
ま
ず
家
庭
で
血

圧
を
測
る
習
慣
を
つ
け
る

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
家
庭
で
測
る
時
の

血
圧
計
は
上
腕
に
巻
く
タ

イ
プ
、
測
定
回
数
は
朝
食

前
と
眠
前
の
１
日
２
測
定

が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

継
続
し
て
血
圧
を
測
る
こ

と
は
、
脳
・
心
臓
・
腎
臓

の
大
切
な
臓
器
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

れ
ば
、
髪
の
毛
よ
り
も
細
い
血
管

も
あ
り
ま
す
。
高
血
圧
に
な
る
と

細
い
血
管
が
傷
み
ま
す
。
体
の
中

に
は
、
太
い
血
管
か
ら
直
接
枝
分

か
れ
し
て
い
る
細
い
血
管
（
緊
張

血
管
）
が
あ
り
、
全
身
で
は
脳
・
心

臓
・
腎
臓
・
網
膜
に
み
ら
れ
ま

す
。
重
要
臓
器
に
多
い
こ
の
構
造

で
す
が
、
人
の
進
化
の
過
程
で
食

塩
や
食
物
の
摂
取
が
困
難
で
起
こ

る
低
血
圧
や
飢
餓
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
適
応
し
た
結
果
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

２
．
高
血
圧
に
な
る
と

体
の
ど
の
臓
器
に
影
響
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か

　
体
を
廻
っ
て
い
る
血
管
は
５
０

０
円
玉
ほ
ど
の
太
さ
の
血
管
も
あ

測定のタイミング 測定するときのポイント 正常血圧の基準値

◎ １日２回（朝・夜）行う いすに座って１～２分

・起床後１時間以内 たってから測定する

朝
・トイレに行ったあと 座ったばかりだと、血圧が安定して

・朝食の前 いないことがある。測定時には、腕の
力を抜いて、リラックスすることも

・薬をのむ前
大切。

収縮期 拡張期 

125 80
未満 未満

家
庭
で
測
定

病
院
で

家
庭
で
測
定

高血圧の診断基準・寝る直前
カフは心臓と同じ高さで

夜 ・入浴や飲酒の直後は 収縮期 拡張期
測定する

　避ける
カフが心臓よりも低い位置だと、「数

家庭で血圧を測定する場合に 値が低く出る」など、不正確になる場

は、上にあげた条件のもとで行 合がある。

うことが大切。朝は４つの条件
を守るようにする。夜は、入浴や
飲酒の直後は避け、必ず寝る直
前に測るようにする。 薄手のシャツ１枚なら

着たままでもよい

140 90
以上 以上

135 85
以上 以上

降圧治療の対象
カフは素肌に直接巻きつけたほうが
よいが、薄手のシャツ１枚ぐらいな ※ただし糖尿病や腎障害がある場
ら、着たまま測定してもよい。 合は、厳格な降圧目標が決められ、

この基準は用いません。

（参考：「からだノート」保健活動を考える自主的研究会  H25年2月） 住民福祉課福祉係　　☎８２‐２５８２
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　近年インターネットに気軽に触れる機会が増え、便利になる一方それに伴う消費者

トラブルも急増しています。中高齢者だけでなく、初めて自分のスマートフォンやタ

ブレット端末、インターネット接続が可能なゲーム機などを持つお子さんが被害に遭

うケースも少なくありません。

アダルトサイトトラブル相談が５年連続１位！こんな事例が報告されています。

巧妙化するインターネットトラブルに
気を付けて

はじめてスマートフォン等を持つお子様をお持ちの保護者の方、インターネットをお使いの方へ

＜ワンクリック詐欺＞

無料と思わせサイトに誘導、年齢確認

や動画再生等で登録させる。

＜架空請求＞

意図せず広告サイトをクリック、IPア

ドレス等表示された請求書が表示、サ

イト閲覧中に突然シャッター音ととも

に登録完了と表示されるなど。

そして、『誤操作の方の退会処理』『電話サポート』などの

手続きに誘導され、メールや個人情報を送ってしまい、登

録完了しているため退会はできない、支払わないと職場

に連絡すると脅すなど、手口は様々です。

無料だと思わせるような表示で年齢確認、動画再生など

をクリックさせ登録完了、高額な請求をされる。

ＳＭＳやメールで身に覚えの無い利用

料等の請求が届く。

連絡すると法的手段を取るなどと脅し、プリペイドカー

ドを購入するよう誘導され、カードの番号を伝えさせる。

こんな二次トラブルも発生しています
・上記のような請求が来たため、相談しようとインターネットで検索し、上位に表示された解決をうたう機関に

連絡したところ、行政書士や探偵業者で相談料を請求された。

※民間業者や行政書士が解約交渉を行うことは法律に触れる可能性があります。

・以前被害にあったお金を取り返す、といった業者からの連絡にお金を支払ってしまった。

◎無料だと思っていても、料金を請求されることがあるので、不用意なアクセス、

安易なクリックはしない。

◎身に覚えの無い請求がきたら、絶対に請求先の業者へ連絡をしない。

◎少しでも不安に思ったら近くの消費者センター等に相談しましょう。

・ IPアドレスや個体識別番号が表示されて不安になっても、それらから業者に個人情報が伝わることはあ

りません。どのようなサイトでもIPアドレスは相手側に伝わるのは一般的です。（ただし、ダウンロード

により個人情報を盗むウイルスに感染するおそれもあるため、安易なダウンロードはしないようにしま

しょう）。業者は不安をあおり連絡をさせたり、情報を入力させたり、個人情報を巧みに聞きだし、なん

とかお金を振り込ませようとします。請求画面表示が消えない場合もあせって連絡せず、独立行政法人

情報処理推進機構（IPA）等のHPで対処法を確認しましょう。

・利用規約等への同意を求める表示や、「はい」「いいえ」等のボタンがある場合、再生ボタンを複数回お

させる場合は有料のケースが多く、クリックする前によく確認しましょう。

・身に覚えのないアダルトサイトから請求が来た場合、絶対に業者へ連絡はせず、あせって

　お金を支払わないようにしましょう。もし不安な場合は相談機関に相談しましょう。

解決のアドバイス

大町市消費生活センター（大北） ☎0261-26-3225 ／ 消費者ホットライン ☎188

中信消費生活センター ☎0263-40-3660 ／ 警察相談専用電話 ☎＃9110 総務課庶務係 ☎0261-82-2024

参考：独立行政法人国民生活センターhttp://www.kokusen.go.jp/topics/internet.html　独立行政法人情報処理推進機構（IPA）https://www.ipa.go.jp/security/anshin/1click.html
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■
大
町
地
方
合
同
庁
舎
に
つ
い
て

　
大
町
地
方
合
同
庁
舎
は
、
国
の
行
政
機
関
の
合
同
庁
舎

で
あ
り
、
現
在
、
２
～
３
階
は
、
長
野
地
方
法
務
局
　
大
町

支
局
で
す
。

　
県
の
合
同
庁
舎
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
大
町
労
働
基
準
監
督
の
現
住
所
等

〒
３
９
８
‐
０
０
０
２
　
大
町
市
大
町
４
１
６
６
‐
１

電
　
話
２
２
‐
２
０
０
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
２
‐
０
３
６
９

■
そ
の
他

(１)
　
長
野
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

(２)
　
大
町
労
働
基
準
監
督
署
（
現
庁
舎
）
で
は
、
移
転
専
用

の
チ
ラ
シ
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
最
低
賃
金
制
度
は
、
最
低
賃
金

法
に
基
づ
き
、
国
が
賃
金
の
最
低

額
を
定
め
、
使
用
者
は
、
そ
の
金
額

以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
制
度
で
す
。

　
長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全

て
の
労
働
者
と
、
労
働
者
を
一
人

で
も
使
用
し
て
い
る
全
て
の
使
用

者
に
適
用
さ
れ
る
「
長
野
県
最
低

賃
金
」
が
、
平
成
29
年
10
月
１
日
か

ら
時
間
額
７
９
５
円
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
賃
金
の
確

認
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通

常
の
労
働
時
間
・
労
働
日
に
対
応

す
る
賃
金
で
、
臨
時
に
支
払
わ
れ

る
賃
金
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当

及
び
家
族
手
当
な
ど
は
含
ま
れ
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、
賃
金
の
引
上
げ
に
向
け

た
中
小
企
業
へ
の
支
援
制
度
（
業

務
改
善
助
成
金
の
支
給
及
び
総
合

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）
が
あ
り
ま

す
の
で
、
是
非
と
も
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

《
最
低
賃
金
に
関
す
る
こ
と
》

・
長
野
労
働
局
　
労
働
基
準
部

　
賃
金
室

　
電
話
０
２
６
‐
２
２
３
‐
０
５

５
５

ま
た
は
、

・
大
町
労
働
基
準
監
督
署

　
電
話
２
２
‐
２
０
０
１

※
平
成
29
年
11
月
６
日
か
ら
、
新

庁
舎
へ
移
転
し
ま
す
。
移
転
場

所
は
、
下
段
の
記
事
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

《
最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
向
け
た

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ

の
支
援
事
業
等
に
関
す
る
こ

と
》

　
長
野
労
働
局
　
雇
用
環
境
・
均

等
室

　
電
話
０
２
６
‐
２
２
３
‐
０
５

６
０

長
野
県
内
の
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

　
年
次
有
給
休
暇
は
、
労
働
基
準

法
で
定
め
ら
れ
た
労
働
者
に
与
え

ら
れ
た
権
利
で
す
。
労
働
基
準
法

に
お
い
て
、
労
働
者
は
、

・
６
か
月
間
継
続
し
て
雇
わ
れ
て

い
る
こ
と

・
全
労
働
日
の
８
割
以
上
を
出
勤

し
て
い
る
こ
と

を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
10
日
間
の

年
次
有
給
休
暇
が
付
与
さ
れ
、
申

し
出
る
こ
と
に
よ
り
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
勤
続
年
数
、
週
所

定
労
働
日
数
等
に
応
じ
て
年
次
有

給
休
暇
の
付
与
日
数
は
異
な
り
ま

す
。）。

　
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
、
心

身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
長
野
労
働
局
　
雇
用
環
境
・
均

等
室
　

　
電
話
０
２
６
‐
２
２
７
‐
０
１

２
５

ま
た
は
、

・
大
町
労
働
基
準
監
督
署

　
電
話
２
２
‐
２
０
０
１

大
町
労
働
基
準
監
督
署
庁
舎
の
移
転
に
つ
い
て

10
月
は
「
年
次
有
給
休
暇
取
得
促
進
期
間
」
で
す

仕
事
は
計
画
を
立
て
て
行
う
も
の
。
そ
れ
で
は
休
暇
は
？

　「
仕
事
休や

す

も
っ
化
計
画
」

　
平
成
29
年
11
月
６
日
（
月
）
か
ら
、
大
町
労
働

基
準
監
督
署
は
、
左
記
の
と
お
り
移
転
し
ま
す
。

■
移
転
日
　
平
成
29
年
11
月
６
日
（
月
）

※
平
成
29
年
11
月
２
日
（
木
）
ま
で
は
、
現
庁
舎

で
業
務
を
行
い
ま
す
。

■
移
転
先

　
〒
３
９
８
‐
０
０
０
２
　
大
町
市
大
町
２
９

４
３
‐
５
　
大
町
地
方
合
同
庁
舎
４
階

　
電
　
話
２
２
‐
２
０
０
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
２
‐
０
３
６
９

※
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
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10

19

　
手
続
き
は
無
料
で
簡
単
。
労
働

い
込
ま
れ
た

者
・
事
業
主
双
方
が
利
用
で
き
ま

・
配
転
命
令
に
従
業
員
が
従
わ
な

20

す
。（
秘
密
厳
守
）

い

《
こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
、
ご
相
談

■
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
》

長
野
県
労
働
委
員
会
事
務
局

10

・
納
得
で
き
な
い
理
由
で
突
然
解

電
話
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
４
６
８

13

19

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

11

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
で

ト
と
交
換
で

日
に
講
習
会
場

は
、
次
の
と
お
り
防
火
管
理
者
の

受
付
に
て
集
金
し
ま
す
）

資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
講
習
会

■
申
し
込
み
　
９
月

日
（
月
）
か

を
開
催
し
ま
す
。

ら

月

日
（
金
）
に
受
講
申
込

《
防
火
管
理
新
規
講
習
会
》

書
と
顔
写
真
１
枚
（
縦
３
㎝
×

横
２
・
４
㎝
）
を
最
寄
り
の
消

■
期
日
　

月

日
（
木
）・

日

防
署
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

（
金
）　
２
日
間

※
受
講
願
書
は
、
最
寄
り
の
消
防

■
会
場
　
フ
レ
ン
ド
・
プ
ラ
ザ
大

署
ま
た
は
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消

町
２
階
会
議
室
（
大
町
市
文
化

防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

会
館
南
側
）

り
ま
す
。

■
対
象
　
防
火
管
理
者
の
資
格
を

■
お
問
い
合
わ
せ

必
要
と
す
る
仕
事
に
従
事
し
て

・
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
総

い
る
人
が
対
象
で
す
が
、
仕
事

務
課
予
防
係

に
携
わ
っ
て
い
な
い
人
で
も
受

　
電
話
２
２
‐
０
１
６
６

講
で
き
ま
す
。

・
北
ア
ル
プ
ス
広
域
北
部
消
防
署
　

■
費
用
　
３
，
６
０
０
円
（
テ
キ
ス

電
話
７
２
‐
０
１
１
９

「
個
別
労
働
紛
争
あ
っ
せ
ん
制
度
」
に
つ
い
て

　
長
野
県
労
働
委
員
会
は
、
労
働

雇
さ
れ
た

者
個
人
と
事
業
主
間
の
解
雇
な
ど

・
説
明
も
な
く
パ
ー
ト
の
時
給
が

の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め
の

下
げ
ら
れ
た

「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
で
退
職
に
追

　
平
成
27
年
の
教
育
委
員
会
制
度

協
議
内
容

改
正
に
よ
り
、
首
長
と
教
育
委
員

会
が
教
育
行
政
の
大
綱
や
重
点
的

に
講
ず
べ
き
施
策
等
に
つ
い
て
協

議
・
調
整
を
行
う
た
め
、
年
１
回
以

上
総
合
教
育
会
議
を
開
催
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

年
度

第
１
回
小
谷
村
総
合
教
育
会
議
の

協
議
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

日
　
時
　

　
平
成

年
８
月
２
日

　
午
後
３
時
～
午
後
５
時

分

出
席
者
　

　
小
谷
村
長
　
小
谷
村
教
育
長

　
小
谷
村
教
育
委
員
　
４
名

（
職
務
の
た
め
出
席
し
た
者
）

29

　
総
務
学
校
係
長

　
公
民
館
長
兼
社
会
教
育
係
長

　
小
谷
村
保
育
園
長

25 29

　
平
成

年
度
教
育
委
員
会
の

主
要
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

①
　
総
務
学
校
関
係

・
小
谷
中
学
校
海
外
交
流
研
修
事

業
・
公
営
お
た
り
塾

英
会
話
教
室

・
お
た
り
学
校
園
運
営
委
員
会

②
　
小
谷
村
公
民
館
（
社
会
教
育
）

関
係

・
稀
少
動
植
物
及
び
貴
重
鉱
物
の

調
査
研
究
・
保
護

・
千
国
街
道
を
国
の
史
跡
に
指
定

す
る
た
め
の
活
動

・
沓
掛
陸
橋
整
備
と
圧
雪
車
更
新

③
　
小
谷
村
保
育
園
関
係

・
保
育
内
容
（
園
外
活
動
、
地
域
交

流
）

・
保
小
中
連
携
（
交
流
）

・
食
育
活
動

・
各
ク
ラ
ス
の
様
子
を
職
員
間
で

共
有
す
る

・
研
修
会
の
参
加

(１)

29

　
意
見
交
換

①
　
児
童
生
徒
の
様
子
や
今
後
の

推
移
に
つ
い
て

②
　
公
営
お
た
り
塾
「
英
会
話
教

室
」
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

③
　
子
育
て
世
帯
へ
の
各
種
支
援

策
に
つ
い
て

　
村
長
を
交
え
、
小
谷
村
の
教
育

行
政
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た

が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
当
面
の

具
体
的
な
検
討
課
題
と
し
て
は
、

以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
拡

張
②
　
小
中
学
生
の
英
語
検
定
費
用

な
ど
に
対
す
る
助
成
の
是
非

③
　
高
校
生
の
通
学
費
等
保
護
者

負
担
の
軽
減
策

　
な
お
、
総
合
教
育
会
議
、
定
例
教

育
委
員
会
の
会
議
録
は
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
、
詳
細
な
内
容
は
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(２)
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長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局
に
お
け
る

国
籍
事
務
の
取
扱
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た

29

　
平
成

年
10
月
２
日
（
月
）
か
ら

長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局
に
お

け
る
国
籍
事
務
の
取
扱
い
が
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い17
同
日

か
ら
、
当
村
に
住
所
を
有
す
る
方

の
下
記
の
届
出
又
は
申
請
等
に
つ

い
て
は
、
長
野
地
方
法
務
局
松
本

支
局
に
お
い
て
手
続
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

■
帰
化
許
可
申
請

外
国
人
の
方
が
日
本
国
籍
取
得

の
た
め
、
法
務
大
臣
に
申
請
す
る

も
の
で
す
。

■
届
出
に
よ
る
国
籍
取
得

国
籍
法
第
３
条
又
は
第

条
に

定
め
ら
れ
た
外
国
籍
の
方
が
、
届

出
す
る
こ
と
で
日
本
国
籍
を
取
得

す
る
も
の
で
す
。

■
国
籍
離
脱

日
本
国
籍
と
そ
れ
以
外
の
国
籍

を
も
つ
重
国
籍
の
方
が
日
本
国
籍

を
離
脱
す
る
手
続
で
す
。

■
そ
の
他
の
国
籍
に
関
す
る
相
談

国
籍
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

長
野
地
方
法
務
局
　
松
本
支
局

電
話
０
２
６
３
‐
３
２
‐
２
５

７
１

『
安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館
』

信
州
人
集
ま
れ
！
　
長
野
県
民
感
謝
デ
ー

　
開
館
か
ら

年
間
の
感
謝
の
気

展
示
も
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご

持
ち
を
込
め
て
、
長
野
県
に
お
住

来
館
く
だ
さ
い
。

ま
い
の
方
は
入
館
無
料
で
す
。

　
開
館

周
年
記
念
の
ポ
ス
ト

■
お
問
い
合
わ
せ

カ
ー
ド
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館

電
話
６
２
‐
０
７
７
２

■
開
催
日
時

平
成

年

月

日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
ご
住
所
の
わ
か
る
も
の
を
ご
提

示
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
９
月

日
（
土
）
～

月

７
日
（
火
）
ま
で
、
展
覧
会
「
ち
ひ

ろ
と
旅
す
る
信
州
」
を
開
催
し
ま

す
。
小
谷
温
泉
な
ど
の
ス
ケ
ッ
チ

29 20

10 20
16

22

11

今
月
の
納
税

※
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
10
月
25
日
に
振
替
え
ま
す

の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

25
日
の
定
期
振
替
が
で
き
な

か
っ
た
方
は
11
月
10
日
に
再
振

替
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

税
　
目

村
・
県
民
税

期
　
別

第
３
期

納
期
限

10
月
31
日
（
火
）

税
　
目

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

期
　
別

第
４
期

納
期
限

10
月
31
日
（
火
）

税
　
目

国
民
健
康
保
険
税

期
　
別

第
５
期

納
期
限

10
月
31
日
（
火
）
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いわさきちひろ

『ストーブに薪をくべる少女』（1973年）

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
借
金
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
で
、

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
県
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
多

重
債
務
者
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
相

談
を
無
料
で
受
け
て
い
た
だ
け
ま

す
。
借
金
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
相
談
窓
口
へ
お
出
か

10

24
10

11

30

け
く
だ
さ
い
。
面
談
は
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。
事
前
に
以
下
の
予

約
先
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

（
※
予
約
は

月

日
（
水
）
か

ら

月

日
（
火
）
ま
で
の
土
・

日
曜
を
除
く
午
前
８
時

分
～

午
後
５
時
の
間
に
受
け
付
け
て

い
ま
す
。）

■
日
時

月

日
（
水
）

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

10

■
会
場
（
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

先
）

25

40 

・
中
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
電
話
０
２
６
３

３
６
６
０

　（
県
松
本
合
同
庁
舎
４
階
）
　
　

※
事
前
の
予
約
は
ご
本
人
で
な
く

と
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
当
日
は

ご
本
人
に
来
所
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
次
回
の
開
会
予
定

10
月
26
日
（
木
）

午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
振
興
課
農
林
係
）

電
話
８
２
‐
２
５
８
８

小
谷
村
農
業
委
員
会

定
例
会
の
お
知
ら
せ

平
成
29
年
度


